
たましろの郷後援会企画 講演会のご案内 

私たちは聞こえなかった 

岡山盲聾唖学校寄宿舎火災の十六学童悲劇から得た教訓 
 

講 師：伴 徹（ばん とおる）氏 （岡山県在住） 

岡山県盲聾唖学校卒業（現岡山ろう学校） 

と き：2015 年 10 月 25 日 日曜日 

ところ：港区立高輪区民センター（都営三田線・南北線 白金高輪駅下車すぐ） 

・午前の部 10 時から 12 時（受付 9 時半） 

・午後の部 14 時から 16 時（受付 13 時半） 

チケット代 1500 円 

昭和 25 年 12 月 20 日午前 2時頃、寄宿舎火災に遭い、九死に一生を得る。 

岡山盲聾唖学校の寄宿舎で小学 3 年生だった伴氏。寒い夜中、煙に気づき、火の海だった廊下に

出てどうしたら良いのか分からなくなり、必死に逃げ出した。 

寄宿舎の一階で生活していた盲児童は？ なぜ 16 名もの聾唖児童が亡くなったのか？ 

伴氏の体験から、聴覚障害者にとっての災害とは何なのかを解き明かす。 

 

チケットのお申し込み 

お問合せは･･･ 

たましろの郷後援会事務局  

TEL／FAX 03-5468-3613  

 e-mail  

 tamasiro@athena.ocn.ne.jp 
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